
NMR共用プラットフォーム 事業概要

“最先端”装置・技術を核として、
“開発”と”利用”を橋渡しし、”知”を蓄え”人”を育てます

NMR共用プラットフォームは、理化学研究所、横浜市立大学、大阪大学、
北海道大学の４機関がプラットフォームを構築し、先端的なNMR設備
技術の提供や人材育成により産官学の研究開発の加速に貢献します。

核磁気共鳴（NMR）法とは？

”強い磁場に置かれた原子が示す
特徴的な振る舞い”を測定し、”
原子から構成される分子の構造
や性質”を分析する方法



①原子一つ一つを区別できます。
化学シフトによるすぐれた分離、周囲の原子の性質の違いなどによる化学シフトの差を観測。

②核スピンの相互作用による多彩な測定 核スピン相互作用の性質をうまく利用することで、
さまざまな目的に応じた測定手法を開発。

③非破壊・安全 測定試料を非破壊で分析できるなどの特徴があり、
化学、物質・材料、食品・環境、生命科学等の広範な分野で必須の計測法。

NMR-PFポータルサイト
利用案内

ライフイノベーションやグリーンイノベーション等に関わる広い分野での利用実績

情報提供
プロジェクト概要・詳細
施設・設備
（横断検索機能あり）
利用事例
イベント、ニュース
教育教材

ワンストップサービス
利用申し込み
問い合わせ

nmrpfnmrpfhttp://nmrpf.jp/

溶液・固体試料 測定可能

NMR共用プラットフォーム 利用紹介
NMRの特徴



NMR共用プラットフォーム 利用紹介



将来像：持続的な研究基盤ＰＦの実現に向けて

持続的に産官学の研究開発加速に資する研究基盤プラットフォームを実現するためには、①技術・設備の先端性維
持、更新、高度化、レベルアップ、②多様な利用分野・利用者層への対応、③国内外コミュニティとの密接な連携、④高
度利用技術支援者のモチベーション維持・キャリアパス形成等、取り組むべき課題は少なくない。

研究基盤ＰＦが核となり、他の国内外共用施設・事業参加者、産官学ユーザー、メーカー、分析会社等の様々なドメイ
ンが有機的に関わり、参画ドメイン全てに実りあるイノベーションを生み出す研究開発を加速する仕組みを構築する。

国内PF

研究グループ・
学会

ユーザー・コーディネーター
の情報共有・施設相互利用

自律した研究基盤運営のモデルとなる

NMR学会

日本化学会

低温超伝導学会
…

高分子学会

国外PF

EU Infrastructure

国外PF

NHMFL, MIT(USA)等

新共用機関

分析会社

メーカー

アカデミア
ユーザー

国外ユーザー

（研究グループ・
学会）

産業界ユーザー

最先端
高磁場・高感度ＮＭＲ

設備・技術

ユーザーの橋渡し・
情報共有・連携

技術・設備の高度化・
製品化の密接な協力

ユーザー・コーディネーター
の情報共有・施設相互利用

技術・成果・知・人材の好循環

海外利用者の窓口・
橋渡し・利用支援


